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森林所有者

林業経営体
Ｊクレジット※による
CO2削減価値創出

CO2

連携

地域の森林所有者や林業経営体と連携し、持続可能な森林経営に
取り組むことで森林を保全し、CO2吸収に貢献します。

吸収

森林保全によるCO2吸収お客さま先等でのCO2回収・利用

CO2

CO2を資源と捉え、回収・利用するＣＣＵ（Carbon Capture 
Utilization）技術の実証に、幅広い関係者との連携の下で取り組
みます。吸収したCO2は様々な分野で利用を推進します。

CO2 利用

CO2分離・回収施設

農業分野

産業分野

（コンクリート製品の製造等）

エネルギー分野

（藻類バイオ燃料）

お客さま先
（コージェネレーショ
ンシステム等）

具体的な取り組み④ お客さま先等でのCO2回収・利用および森林保全

⚫ 幅広い関係者との連携により、お客さま先等でのCO2回収・利用技術（CCU）の実証にも取り組みます。
⚫ 林業経営体等と連携し、森林保全によるCO2吸収に貢献します。

※適切な森林管理によるCO2等の吸収量や、再生可能エネルギーの活用
によるCO2等の排出削減量をクレジットとして国が認証する制度


